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楽器素材で使われる高級木材が準絶滅危惧に

2準絶滅危惧種の希少な高級木材を救う
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■高級木材の使用状況

● 違法伐採等により高級木材の数が激減し、準絶滅危惧となりワシントン条約で国際取引の規制対象となった

● ギターに使われるブラジリゕンローズウッドは、1980年代のブラジルにおける経済成長に伴い原生林が宅地

に変わるとすぐに絶滅危惧種に指定された

● 楽器の特性上、見た目だけでなく音質にも関わる木材には、常に良質なものが求められる

● 天然林では多幹で多くの枝を持つことが多く、製材時の歩留まり*は9%程度で、それ以外は廃棄されていた

*歩留まり→「原料（素材）の投入量から期待される生産量に対して、実際に得られた製品生産数（量）比率」のこと

■ワシントン条約附属書Ⅰ,Ⅱ,Ⅲ

出典：林野庁「ワシントン条約（絶滅のおそれのある野生動植物の
種の国際取引に関する条約（CITES））」をもとに筆者作成

出典：国際自然保護連合（IUCN）、赤枠：筆者追記

■ギターに使われる木材の主な樹種

附属書I 附属書Ⅱ 附属書Ⅲ
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ボデゖー材 ブラジリゕンローズウッド附属書Ⅰに該当

マホガニー 附属書Ⅱに該当

ゕッシュ 附属書Ⅲに該当

メプル

バスウッド

ゕルダー

ネック材 マホガニー 附属書Ⅱに該当

メプル

指板材 ブラジリゕンローズウッド附属書Ⅰに該当

ローズウッド全般 附属書Ⅱに該当

黒檀（エボニー） 附属書Ⅱに該当

メプル

■準絶滅危惧 NEAR THREATENED (NT)

「深刻な危機」「危機」「危急」のいずれの要件も現段階では満
たしていないが、近い将来これらの絶滅危惧のカテゴリーに合致、
あるいはするらしいと考えられる種

出典：経済産業省「 ワシントン条約規制対象種付属書・植物」を基に
筆者作成



廃棄されていた部分を買い取り、製品として使用

3希少な高級木材の端材も無駄にしないために…
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■米・テイラーギター社の取り組み

● 高級木材1本の幹のうち10%の真っ黒い部分を使用したギターの指板材で使われる「エボニー（黒檀）」の

製造時、白い（まだらが煙のように見える）模様があるため廃棄されていた90%を全て同価格で買い取り、

製品に取り入れた

● 黒くないエボニーを「スモーキーエボニー」と名づけ、黒いエボニーと同価格で買い取り、木材を余すこと

なく使い切る製造方法に切り替えた

● 見た目の問題だけで廃棄されていた白っぽいエボニーは、音響特性に全く問題がなく同質

● ゕコーステゖックギターモデルに、このスモーキーエボニーを積極的に使用し、現在ゕメリカでエレキギタ

ーを抜いて販売額NO1の商品となった

出典：株式会社石橋楽器店

・黒いエボニーが枯渇しない様、カメルーンでエボニーを育てる事業
も展開し、現地で雇用を生み、資源を守っている

・持続可能な開発（英: Sustainable Development, SD）、
「将来の世代の欲求を満たしつつ、現在の世代の欲求も満足させる
ような開発」は楽器業界でも様々な取組がなされている

・数年前から熱帯など特定の地域の森林生態系の負担を軽減するために、
都市木材からギターを作るというゕデゖゕを模索

出典：株式会社石橋楽器店を基に筆者要約

■スモーキーエボニーの指板 ■ギター業界の価値観を率先し変革するというリーダーシップ



ギター製作の際に余る木材（端材）で食器を作る

4希少な高級木材との今後の課題
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■ギター工房で、端材を使う新しい取り組み

● 飲食店店主からの提案で、ギター製作の際に出る端材から木皿を制作

● ギター向けの高級木材（メイプル、マホガニー）は、一般的な食器に使うものより含水率が低く、上質で耐

久性がある

● 端材を利用することで安価で高い品質のものを作ることができる

■神戸の人気バル「肉バルSow」と老舗ギター工房「Top Guitars」による食器の製造

出典：まいどなニュース

・2020年秋から実際に肉バルSowの店舗
で使用し始めたところ、口コミが広まり、
他の飲食店でギターフゔンから問い合わ
せが殺到しているのだという

・メプル、マホガニーなどギターを弾く
方にはお馴染みの木材を食器にできるの
は、職人としても面白いという

・ハードに使っても痛みが少なく、業務用
食器としても重宝しているという



100年後も質の良い楽器が存在し続けるために

5資源を持続可能な形で管理・利用する
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■企業に求められる取り組み

● 伐採された木材に対して、いかに長くその森林環境を持続できるか、資源をいかに効率良く無駄なく使うか、

というモラルと工夫がメーカー側に求められている

● 木材伐採会社を自分達で所有する事で、自社で伐採量を厳重に管理し、森林育成に努める企業が増えている

● 木は植林後に数十年～数百年、数千年と生き続け、その後伐採されて植物としての生命が終わった後、木材

としての価値を発揮されて生き続けるが、楽器製造後の余った端材も三度目の新しい命を吹き込んで無駄な

くありがたく使いきり、大事にしていきたい

● 木を切って楽器を作るだけではなく、「木も創れる」企業の取り組みを増やすことが必要だ

■持続的可能なビジネスモデル実現のための三本柱

出典：ヤマハ株式会社を基に筆者作成

現存の資源を有効的に使う
（森林管理）

⇓
・適切な森林管理による形質改善
・材料利用率向上による資源の効率的利用

将来のために資源を作る
（計画的な植林）

⇓
・計画的植林による資源量の管理
・植林材の利用による資源化サクルの促進

自発的な森林を目指す
（インセンティブ向上）

⇓
・森林の主体となるコミュニテゖとの連携
・楽器と森林をつなぐ（先進国と途上国）



参考・補足
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■多方面での端材再利用

出典：facebook「ヤマハ音楽部」 出典：ヤマハ株式会社

ピゕノの響板、鍵盤を製造する過程で出た端
材（ゕカエゾマツ）を使用して制作したクリ
スマスツリー

国内ピゕノ製造工場の木材加工工程から排出されるおがくずを活用した牛
の敷料
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